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sec-ブチルリチウムを開始剤に用い，ベンゼン溶媒中10 0C にでスチレン，ブタジ、エン， 4- ピニルピ
リジンを段階アニオン重合した。クロロホルム中でGPC ， UV吸収，超遠心，膜浸透圧測定を行なっ
た結果，生成物(以下 SBP と略す)は分枝のない線状ABC型 3 元ブロック重合体と同定できた。 30
種類の溶媒に対する溶解性テストの結果， クロロホルムなどのハロゲン化アルキル，プチルアルデヒ
ド，ピリジン等が SBPの良溶媒であった。































を明らかにした。これらの膜は CH3 Br による気相反応によって固体の膜構造を保持したまま 4- ピニ
ルピリジン単位の四級化を行なわせることができることを明らかにし，新らしい機能を付与する可能
性を見出した。
荒井君の研究は新らしい ABC型 3 元ブロック重合体の合成法の確立，分子特性の解明， ミクロ相
分離構造の制御，構造と力学的性質の関係の解明，化学修飾法の確立に至る高分子化学及び物理学の
全般にわたる広範かつ独創的な研究で，この論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認
める。
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